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『
大
同
報
』
は
、
満
洲
国
の
成
立
と
同
時
に
長
春
で
発
行
さ
れ
た
、
満
州
国
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
性
格
を
持
っ
た
中
国
語
新
聞

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
�
ヶ
月
に
満
た
な
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
紙
面
に
週
�
回
、
中
国
共
産
党
地
下
組
織
（
以
下
「
地
下

党
」
と
い
う
）
の
指
導
す
る
文
芸
副
刊
『
夜
哨
』
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
不
思
議
な
因
縁
に
関
し
て
は
、
王
徳
芬
「
蕭
軍
簡
歴
年
表
」

（
以
下
「
年
表
」
と
い
う纊
）
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
�
�
�
�
年
）
�
月
、
�
�
�
�
年
に
沈
陽
で
蕭
軍褜
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
陳
華
が
長
春
か
ら
哈
爾
濱
に
や
っ
て
来
て
、
陳
が

主
編
す
る
長
春
『
大
同
報
』
に
も
う
�
つ
副
刊
を
創
刊
し
た
い
の
で
原
稿
を
依
頼
し
た
い
と
要
請
し
た
。
悄
吟
（
蕭
紅鍈
）
が
『
夜

哨
』（
暗
い
夜
に
歩
哨
に
立
つ
と
い
う
意
：
原
注
）
と
命
名
し銈
、
�
月
�
日
に
創
刊
し
、
週
�
回
発
行
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
毎
日

発
行
さ
れ
て
い
た
『
大
同
報
』
副
刊
『
大
同
倶
楽
部
』
に
は
、
�
郎
（
蕭
軍
）
や
悄
吟
の
作
品
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
だ
。『
夜
哨
』
は
半
年
近
く
発
行
さ
れ
た
が
、
李
文
光
の
書
い
た
、
日
本
軍
の
農
村
に
お
け
る
暴
行
を
暴
い
た
文
章
を
掲
載
し

た
た
め
に
、
強
制
的
に
停
刊
さ
せ
ら
れ
た
。
陳
華
も
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
蕭
軍
に
手
紙
で
、
日
本
の
特
務
や
憲
兵
が
自
宅
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を
捜
索
し
に
来
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
準
備
し
て
お
く
よ
う
に
と
い
っ
て
き
た
。（
括
弧
内
筆
者
）

�
�
�
○
年
、
蕭
軍
は
上
官
と
も
め
事
を
起
こ
し
て
沈
陽
の
東
北
講
武
堂
を
離
れ
、
昌
図
県
の
陸
軍
�
十
�
旅
団
に
籍
を
置
い
た

後
、
沈
陽
に
戻
っ
て
憲
兵
教
練
所
に
勤
め
て
い
た
。
年
表
に
よ
れ
ば
、
�
�
�
�
年
夏
、
蕭
軍
は
平
旦
中
学
の
教
員
で
中
共
地
下
党

員
の
佟
英
翹
と
知
り
合
い
、
彼
を
自
分
の
家
に
寄
宿
さ
せ
、
彼
の
身
柄
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
援
助
し
た
と
い
う
。

陳
華
が
地
下
党
員
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
�
人
が
知
り
合
っ
た
の
は
佟
と
の
関
係
を
通
し
て
で
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
曹
革
成
『
我
的
嬸
嬸
蕭
紅蓜
』
は
、『
夜
哨
』
の
創
刊
に
は
、
当
時
中
共
満
洲
省
委
宣
伝
幹
事
で
あ
っ
た
姜
椿
芳俉
及
び
地
下
党

哈
爾
濱
市
西
区
（
道
里
）
委
員
で
あ
っ
た
金
剣
嘯炻
と
、
同
じ
く
東
区
（
道
外
）
委
員
で
あ
っ
た
羅
烽昱
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
『
黒
龍
江
省
文
学
通
史
』
は
、
羅
烽
が
蕭
軍
と
陳
華
の
友
人
関
係
を
利
用
し
て
『
大
同
報
』
に
「
中
共
地
下
党
が
指
導
す
る
最

初
の
文
芸
週
刊
『
夜
哨
』
を
創
刊
し
た
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
夜
哨
』
が
、
地
下
党
に
よ
る
文
芸
刊
行
物
と
い
う
性

格
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
刊
頭
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
の
は
金
剣
嘯
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
「
漆
黒
の
夜
空
の

下
に
鉄
条
網
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
図
案
で
、
こ
の
副
刊
が
、
日
本
の
偽
政
府
が
統
治
す
る
暗
黒
の
世
界
を
突
き
破
る
圧
力
と
な

り
、
抵
抗
の
前
哨
の
陣
地
と
な
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う棈
。

二

中
国
共
産
党
の
成
立
は
周
知
の
通
り
�
�
�
�
年
だ
が
、
中
国
東
北
部
、
特
に
ソ
連
の
影
響
が
強
か
っ
た
哈
爾
濱
に
お
い
て
は
、

そ
れ
以
前
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
関
係
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
文
章

の
中
で
述
べ
た鋹
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
中
国
共
産
党
成
立
以
降
、
中
国
東
北
部
に
は
中
央
（
上
海
）
か
ら
多
く
の
党

員
が
送
り
込
ま
れ
、
組
織
作
り
が
行
わ
れ
た
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
活
動
を
通
し
て
思
想
宣
伝
に
努
め
た
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
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た
人
物
が
金
剣
嘯
で
あ
っ
た
。

『
中
国
共
産
党
哈
爾
濱
歴
史曻
』
に
よ
れ
ば
、
哈
爾
濱
市
に
お
け
る
地
下
党
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
「
天
馬
広
告
社
」、「
�
毛

銭
飯
店
（
明
月
飯
店
）」
と
「
牽
牛
房
」
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
年
、
道
里
中
国
十
�
道
街
路
北
�
十
�
号
の
�
階
建
て
の
建
物
の
�
室
に
金
剣
嘯
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
天
馬
広
告
社
は
、

映
画
の
看
板
な
ど
を
手
が
け
、
当
初
の
経
営
は
非
常
に
順
調
だ
っ
た
よ
う
だ
。
金
剣
嘯
は
広
告
社
の
収
入
に
よ
っ
て
�
家
の
生
活
を

支
え
る
と
同
時
に
、
左
翼
文
化
人
や
地
下
党
員
の
苦
し
い
生
活
を
も
援
助
し
た
と
い
う
。
天
馬
広
告
社
は
、
�
�
�
�
年
�
月
、
哈

爾
濱
を
脱
出
す
る
蕭
軍
、
蕭
紅
の
歓
送
会
を
そ
の
社
屋
で
開
い
た
、
お
よ
そ
�
年
後
の
�
�
�
�
年
�
月
末
に
閉
鎖
さ
れ
る
。
蕭
紅

「
広
告
副
手彅
」
は
こ
の
広
告
社
で
の
活
動
を
題
材
と
し
て
い
る
。

明
月
飯
店
、
俗
称
�
毛
銭
飯
店
は
�
�
�
�
年
冬
、
中
共
満
洲
省
委
が
哈
爾
濱
の
左
翼
文
化
人
た
ち
に
出
資
を
依
頼
し
て
、
道
里

中
国
�
道
街
路
北
�
号
に
開
い
た
、
料
理
も
食
べ
さ
せ
る
安
宿
で
、
地
下
党
員
や
若
い
左
翼
文
化
人
た
ち
の
生
活
を
援
助
す
る
と
同

時
に
、
地
下
党
の
連
絡
場
所
の
�
つ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
蕭
軍
は
哈
爾
濱
に
来
た
当
初
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
。『
中
国
共
産
党

哈
爾
濱
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
�
毛
銭
飯
店
は
�
�
�
�
年
六
月
、
�
道
街
路
北
か
ら
南
に
移
っ
た
時
に
規
模
も
か
な
り
拡
大
し
た
ら

し
い
。
し
か
し
そ
の
後
当
局
の
圧
力
は
日
ご
と
に
強
ま
り
、
�
�
�
�
年
六
月
、
羅
烽
が
逮
捕
さ
れ
た
前
後
に
営
業
を
停
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

牽
牛
房
は
、
道
里
区
新
城
大
街
の
南
の
端
の
、
画
家
で
�
毛
銭
飯
店
の
出
資
者
の
�
人
で
も
あ
っ
た
馮
咏
秋
の
居
宅
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
こ
こ
は
馮
咏
秋
が
同
人
た
ち
と
結
成
し
た
文
学
結
社
「
冷
星
社
」
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
若
い
左
翼
文
化
人
た
ち

が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
の
文
芸
活
動
を
支
援
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
牽
牛
房
に
つ
い
て
は
蕭
紅
『
商
市
街
』
に
い
く

つ
か
の
文
章
が
あ
る丨
。
だ
が
こ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
も
次
々
に
逮
捕
さ
れ
、
あ
る
い
は
東
北
を
脱
出
し
、
遂
に
そ
の
活
動
を
停
止
さ
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せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。『
中
国
共
産
党
哈
爾
濱
歴
史
』
に
は
、
牽
牛
房
解
散
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

�
�
�
�
年
、
敵
は
更
に
常
軌
を
逸
し
、
白
色
恐
怖
は
日
増
し
に
深
刻
に
な
っ
た
。「
牽
牛
房
」
の
活
動
も
こ
れ
以
上
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
左
翼
作
家
た
ち
が
別
れ
て
行
く
前
夜
、
馮
咏
秋
は
�
枚
の
大
き
な
風
景
画
を
描
き
、
皆
に
記
念
の

た
め
の
サ
イ
ン
を
求
め
た
。
魯
少
曾
は
筆
を
取
っ
て
こ
の
よ
う
な
詩
を
書
い
た
。

牽
牛
扮
角
逐
屋
塵
（
牽
牛
角
を
扮よ
そ
おい
屋
の
塵
を
逐き
そ

う
）

花
小
香
微
有
志
深
（
花
小
さ
く
香
り
微か
す

か
な
れ
ど
も
有
志
深
し
）

但
願
此
画
伝
千
古
（
但た
だ

願
う
此
の
画
千
古
に
伝
わ
ら
ん
こ
と
を
）

尽
是
名
家
歴
史
人
（
尽
こ
と
ご
とく
是
れ
名
家
歴
史
の
人
な
り
）

「
角
逐
」
に
は
互
い
に
競
い
合
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
牽
牛
房
」
と
は
、
馮
咏
秋
が
朝
顔
の
花
（
牽
牛
花
）
を
愛
し
、
夏
に
は

家
の
壁
を
色
と
り
ど
り
の
朝
顔
が
覆
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

哈
爾
濱
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
自
然
と
、
志
を
同
じ
く
す
る
若
者
が
集
い
、
地
下
党
も
そ
の
集
団
を
積
極
的
に
左
翼
文
芸
運

動
へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
新
聞
の
文
芸
欄
を
使
用
し
た
宣
伝
活
動
は
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
後

の
東
北
作
家
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
育
ん
だ
揺
籃
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�
�
�
�
年
�
月
十
�
日
、
中
共
満
洲
省
委
の
指
導
の
下
に
『
哈
爾
濱
新
報
』
が
発
行
さ
れ
、
そ
こ
に
地
下
党
に
よ
る
最
初
の
文

芸
副
刊
『
新
潮
』
が
発
刊
さ
れ
る
が
、
そ
の
発
刊
と
編
集
の
任
を
担
っ
た
の
は
金
剣
嘯
と
羅
烽
で
あ
っ
た
。『
新
潮
』
は
�
�
�
�
年

�
月
�
日
に
停
刊
さ
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
百
期
が
発
刊
さ
れ
た
と
い
う仡
。
ま
た
�
�
�
�
年
末
、
中
共
満
洲
省
委
が
沈
陽
か
ら
哈
爾

濱
に
移
っ
た
後仼
、
金
剣
嘯
を
中
心
と
す
る
文
芸
活
動
は
い
よ
い
よ
活
発
に
な
り
、
�
�
�
�
年
�
月
�
十
日
、
姜
椿
芳
を
主
編
と
す

る
党
報
『
満
洲
紅
旗伀
』（
後
に
『
東
北
人
民
報
』）
が
、
�
月
に
は
共
青
団
満
洲
省
委
機
関
報
『
満
洲
青
年
』（
�
月
よ
り
『
東
北
青
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』）
が
、
�
月
十
�
日
に
は
中
共
満
洲
省
委
機
関
報
『
東
北
紅
旗
』（
十
�
期
よ
り
『
東
北
民
衆
報
』）
が
そ
れ
ぞ
れ
創
刊
さ
れ
て
い

る
。『
中
国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
創
刊
、
編
集
に
係
わ
っ
た
の
は
姜
椿
芳
と
金
剣
嘯
で
、
こ
の
ほ
か
に

も
満
洲
総
工
会
の
『
東
鉄
工
人
報
』、
哈
爾
濱
総
工
会
の
『
工
人
事
情
報
』、
共
青
団
哈
爾
濱
市
委
の
『
反
日
青
年
報
』、
哈
爾
濱
各
界

反
日
総
会
の
『
民
衆
報
』
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。
十
�
月
に
は
松
花
江
の
洪
水
で
被
災
し
た
人
々
の
救
済
を
う
た
っ
た
「
維
納
斯

画
展
」
が
開
か
れ
、
金
剣
嘯
の
作
品
も
多
く
展
示
さ
れ
た
。
翌
�
�
�
�
年
�
月
に
は
金
を
中
心
に
「
星
星
劇
団
」
が
結
成
さ
れ
た
。

『
夜
哨
』
の
創
刊
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
�
月
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。『
中
国
共
産
党
哈
爾
濱
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、『
夜
哨
』
が
発

行
さ
れ
る
日
に
は
、
大
同
報
社
の
前
に
は
『
夜
哨
』
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

三

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
夜
哨
』
は
、
活
字
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
ほ
か
、
句
読
点
が
明
確
で
な
い
上
、
恐
ら
く
誤

字
脱
字
も
多
く
、
ま
た
編
集
上
の
ミ
ス伃
な
ど
も
重
な
っ
て
非
常
に
読
み
に
く
い
。
筆
者
が
見
た
も
の
で
は
�
部
作
者
の
名
前
の
判
別

も
難
し
い
が
、
岡
田
秀
樹
氏
の
考
察伹
を
参
考
に
す
る
と
、
�
十
�
の
名
前
が
確
認
さ
れ
る
。
う
ち
十
�
名
は
人
物
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
中
に
は
複
数
の
筆
名
を
使
っ
て
い
る
人
物
も
い
る
の
で
、
�
十
�
の
筆
名
の
中
で
、
現
時
点
で
人
物
を
特
定
で
き
な
い
も

の
は
�
十
�
名
分
で
あ
る
。
こ
の
中
に
姜
椿
芳
な
ど
、
中
共
地
下
党
員
が
い
る
可
能
性
は
高
い
が
、
現
在
の
所
確
認
す
る
手
段
は
な

い
。人

物
が
特
定
で
き
る
の
は
李
黙
映
、
蕭
軍
、
蕭
紅
、
梁
山
丁佖
、
李
文
光
、
孫
陵侒
、
羅
烽
、
舒
群侊
、
白
朗侚
、
金
剣
嘯
、
陳
華
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
最
も
登
場
回
数
の
多
い
の
が
梁
山
丁
で
、
�
十
�
期
中
十
�
期
（
作
品
数
は
十
六
篇
）
に
作
品
が
あ
る
。
文
学
史
な
ど

の
記
述
で
は
、
最
も
頻
繁
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
の
は
蕭
紅
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
登
場
回
数
で
い
え
ば
�
十
�
期
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中
十
�
期
（
作
品
数
は
十
�
篇
）
で
、
山
丁
に
僅
か
に
及
ば
な
い
。
た
だ
蕭
紅
の
作
品
は
詩
が
�
篇
だ
け
な
の
に
対
し
、
山
丁
は
�

篇
が
詩
で
あ
る
か
ら
、
字
数
か
ら
見
れ
ば
『
夜
哨
』
上
で
は
蕭
紅
が
最
も
活
躍
し
た
作
家
と
い
う
印
象
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ち
な
み
に
�
番
目
に
登
場
回
数
が
多
い
作
家
が
、『
夜
哨
』
停
刊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
路
（
道
）」
の
作
者
、
李
文
光
で
あ
る
。

「
路
」
は
第
�
期
か
ら
第
十
�
期
ま
で
、
十
�
期
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
第
六
期
と
記
さ
れ
た
号
、
及
び
第
十
�
期
と
記
さ
れ

た
号
が
、
そ
れ
ぞ
れ
�
回
分
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
）、
彼
の
作
品
と
し
て
は
そ
の
ほ
か
に
最
終
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
黎
明
」

と
題
さ
れ
た
短
い
脚
本
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
『
夜
哨
』
は
李
文
光
の
「
路
」
を
掲
載
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
、
停
刊

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。『
夜
哨
』
全
体
に
関
し
て
は
ひ
と
ま
ず
岡
田
氏
の
論
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
『
夜
哨
』
停
刊
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
李
文
光
の
「
路
」
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

李
文
光
の
経
歴
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、『
黒
龍
江
省
文
学
通
史
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
中
共
満
洲
省
委
候
補
委
員
と
し
て

楊
靖
宇侔
の
下
で
活
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
岡
田
氏
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
大
き
な
特
色
は
、
匪
賊
を
そ
の
内
部
か
ら
描
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
匪
賊
の
側
か
ら
匪
賊
を
描
い
た
作
品
と
い
え

ば
、
蕭
軍
の
出
世
作
『
�
月
の
郷
村
』
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
「
路
」
は
こ
の
作
品
ほ
ど
の
重
厚
さ
は
な
い
。
と

は
い
え
、『
�
月
の
郷
村
』
に
先
立
つ
�
年
前
に
、「
満
洲
国
」
の
首
都
に
お
い
て
、
匪
賊
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
作
品
が
発

表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。（「『
夜
哨
』
の
世
界
」）

岡
田
氏
は
こ
こ
で
「
匪
賊
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
作
品
が
テ
ー
マ
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い

る
こ
と
を
汲
ん
で
の
表
現
で
、
こ
の
後
に
「
匪
賊
」
が
「
共
産
党
が
組
織
す
る
解
放
軍
」
で
あ
る
こ
と
が
い
く
つ
か
の
表
現
か
ら
示

唆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
確
か
に
蕭
軍
の
「
�
月
の
郷
村
」
は
抗
日
軍
に
加
わ
っ
た
人
々
の
心
理
的
葛
藤
ま
で
を
描
き
、

デ
ィ
テ
ー
ル
に
未
熟
さ
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
関
内
の
人
々
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
だ
け
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
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る
が
、
そ
れ
は
構
想
こ
そ
東
北
で
練
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
実
際
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
東
北
脱
出
後
で
あ
り
、
様
々
な
表
現

上
の
制
約
は
「
路
」
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
と
比
較
す
る
の
は
些
か
酷
で
は
な
い
か
。
筆

者
は
む
し
ろ
「
路
」
に
見
ら
れ
る
情
景
描
写
に
魅
力
を
感
じ
る
。
例
え
ば
第
�
回
（
第
六
期 

①
：
�
月
十
�
日
）
に
次
の
よ
う
な
表

現
が
あ
る
。

　

名
前
も
知
ら
な
い
ウ
ズ
ラ
の
よ
う
な
鳥
が
、
新
来
の
見
知
ら
ぬ
客
に
驚
い
て
、
猛
烈
な
勢
い
で
飛
び
出
し
て
き
た
。
放
り
投

げ
ら
れ
た
石
こ
ろ
の
よ
う
に
、
近
く
の
蘆
の
茂
み
に
落
ち
て
ゆ
く
。

（
中
略
）

　

蘆
の
原
を
突
っ
切
る
と
、
海
の
中
の
島
の
よ
う
な
原
野
が
現
れ
た
。
太
陽
が
楽
し
げ
に
、
ま
た
穏
や
か
に
そ
の
上
を
照
ら
し

て
い
た
。
畑 ―

 

荒
れ
果
て
た
畑
。
荒
れ
果
て
、
愁
い
に
沈
み
、
静
か
に
、
そ
こ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
う
め
き
声
を
上
げ
る

気
力
も
も
は
や
な
い
。
畑
の
周
り
に
は
い
く
つ
か
の
掘
っ
立
て
小
屋
が
あ
っ
た
が
、
戸
や
窓
は
失
わ
れ
て
お
り
、
壁
も
傾
い
て

い
る
。
�
体
こ
う
な
っ
て
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
が
た
っ
て
い
る
の
か
、
ま
る
で
野
ざ
ら
し
だ
。

そ
こ
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の
綿
入
れ
を
ま
と
っ
た
中
年
の
農
婦
と
�
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
、
恐
ろ
し
く
痩
せ
た
、
体
中
で
き
も
の
だ
ら
け
の

犬
が
姿
を
現
す
。「
貧
困
、
飢
餓
、
離
散
、
病
気
、
破
滅
…
…
そ
れ
だ
け
が
こ
こ
の
財
産
だ
っ
た
」。
ま
た
次
の
よ
う
な
描
写
も
あ
る
。

　

広
々
と
広
が
る
遙
か
な
原
野
が
大
き
く
波
打
っ
て
い
る
。
視
線
の
先
に
青
々
と
し
た
樹
木
の
茂
み
が
あ
り
、
天
と
地
を
分
け

て
い
る
。
天
の
翼
は
あ
の
よ
う
に
低
く
、
木
々
の
上
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
大
き
な
自
然
の
絵
画
を
見
れ
ば
、
幻
想
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

視
界
の
果
て
の
あ
の
木
々
、
あ
れ
は
童
話
の
中
の
天
と
地
が
縫
い
合
わ
さ
っ
て
い
る
場
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
そ
こ
ま

で
行
こ
う
。
木
に
登
れ
ば
天
の
足
元
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
神
秘
的
な
天
の
階
段
を
登
り
、
楽
し
い
天
の
国
へ
行
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く
こ
と
が
で
き
る
…
…

　

だ
が
そ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
と
、
な
お
も
高
い
空
と
遙
か
な
原
野
。
視
線
の
果
て
に
、
ま
た
別
の
木
々
が
相
も
変
わ
ら
ず
現

れ
る
の
だ
！
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
天
と
地
が
交
わ
っ
た
絵
画
が
現
れ
る
。（
第
�
回
：
第
十
�
期
、
十
�
月
�
日
）

　

黄
昏
の
翼
が
次
第
に
平
原
を
覆
い
、
村
を
覆
い
、
す
べ
て
を
覆
っ
た
。
小
さ
な
星
が
、
�
つ
ま
た
�
つ
と
現
れ
た
。
淡
い
緑

色
の
光
を
放
っ
て
私
の
頭
上
に
輝
い
て
い
た
…
…
（
第
十
回
：
第
十
�
期
、
十
�
月
十
�
日
）

い
ず
れ
も
東
北
の
果
て
し
の
な
い
原
野
を
生
き
生
き
と
、
郷
愁
と
愛
情
を
込
め
て
描
写
し
て
い
る
。
し
か
も
第
�
回
の
描
写
は
、
自

分
の
進
む
道
に
は
希
望
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
希
望
は
ま
だ
ま
だ
手
の
届
か
な
い
遙
か
な
先
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
分
か
っ
て
い

て
な
お
、
自
分
は
希
望
を
求
め
て
先
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
太
陽
な
ど
の
自
然
物

を
擬
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
存
在
が
東
北
の
大
自
然
と
�
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な
描
写
は
、
蕭
紅
の
作
品
に
も
顕

著
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る俍
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
絵
画
的
な
手
法
、
或
い
は
自
然
物
を
擬
人
化
す
る
手
法
は
東
北
作
家
た
ち
の

中
で
も
独
特
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
蕭
紅
の
独
自
性
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、「
路
」
を
読
む
限
り
、
そ
の
手
法
は
�
人

蕭
紅
に
の
み
独
占
を
許
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
蕭
紅
の
作
品
の
絵
画
性
に
関
し
て
は
、
蕭
紅
自
身
が
絵
画
に
深
い
関

心
を
持
ち
、
画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
路
」
に
見
え
る
絵
画
性
も
、

李
文
光
の
経
歴
を
知
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
第
六
回
に
掲
載
ミ
ス
が
あ
り
、
ま
た
恐
ら
く
当
局
の
追
求
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
方

言
や
隠
語
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、
更
に
活
字
に
判
読
で
き
な
い
部
分
も
多
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
を

追
う
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
は
あ
る
。
だ
が
十
�
回
に
も
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
こ
の
作
品
の
ど
こ
が
当
局
の
注
意
を
引
き
、『
夜
哨
』

停
刊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
作
品
の
意
図
は
作
品
の
冒
頭
で
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、
遠
く
国
を
離
れ
た
于
振
�
君
、
別
の
世
界
で
制
約
を
受
け
て
い
る
暁
君
、
野
良
に
出
て
い
る
す
べ
て
の
仲
間
た

ち
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
く
読
め
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
大
意
は
恐
ら
く
損
な
っ
て
は
い
ま
い
。「
遠
く
国
を
離
れ
た
于
振
�
君
」
は
命
を
落
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。「
別
の
世
界
で
制
約
を
受
け
て
い
る
暁
君
」
は
恐
ら
く
牢
に
繋
が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
野
良
に
出
て
い
る
す
べ
て
の
仲
間

た
ち
」
は
抗
日
義
勇
軍
に
参
加
し
て
戦
っ
て
い
る
人
々
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

当
時
『
夜
哨
』
に
投
稿
し
た
人
々
は
ほ
と
ん
ど
が
哈
爾
濱
に
い
た
よ
う
で
、「
東
北
現
代
文
学
史
初
歩
調
査
総
述
」
に
よ
れ
ば
、「
蕭

軍
が
原
稿
を
集
め
、
校
閲
し
た
後
、
陳
華
に
渡
し
た
。
原
稿
料
は
、
新
聞
社
が
蕭
軍
に
渡
し
て
分
配
さ
せ
た
」
と
い
う
。
ま
た
『
中

国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』
は
羅
烽
の
「
憶
在
哈
爾
濱
従
事
反
日
闘
争
」（
筆
者
未
見
）
に
「
毎
回
ど
の
原
稿
を
掲
載
す
る
か
は
、

哈
爾
濱
の
何
人
か
の
同
志
が
相
談
し
て
決
め
た
」
と
い
う
�
文
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。『
夜
哨
』
に
掲
載
す
る
原
稿
に
関
し

て
は
蕭
軍
の
ほ
か
、
何
人
か
が
目
を
通
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
る
程
度
の
修
改
を
施
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
「
路
」

の
最
終
回
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
と
明
ら
か
に
異
な
り
、
表
現
の
露
骨
さ
が
突
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
�
夜
の
宿
を
提
供
し
て
く
れ
た

貧
し
い
農
民
と
心
が
通
じ
合
い
、「
新
た
に
勝
利
の
喜
び
と
歓
喜
を
感
じ
」
た
「
私
」
は
心
の
中
で
こ
う
叫
ぶ
。

異
生
子
（
原
文
の
ま
ま
）、
腐
っ
た
奴
ら
！
消
え
失
せ
ろ
！
我
々
は
永
遠
に
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
た
な
仲
間
と
共
に
な
だ
れ

込
む
。
我
々
は
永
遠
に
腐
り
き
っ
た
成
分
を
洗
い
流
し
、
新
し
く
健
康
な
成
分
を
切
り
開
き
引
き
入
れ
る
！
（
括
弧
内
筆
者
）

「
異
生
子
」
は
「
異
邦
人
」
と
読
み
替
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
突
然
大
き
な
音
が
轟
き
、「
私
」
の
視
界
に
小
さ
な
黒
い
点
が
映
る
。

そ
の
点
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
つ
い
に
人
の
体
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
「
私
」
の
頭
上
を
低
く
掠
め
て
い
く
。「
私
」
の
目
に

「
操
縦
し
て
い
た
奴
」
の
頭
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
そ
の
機
械
仕
掛
け
の
鳥
は
痰
を
吐
き
、
ま
た
糞
を
ま
き
散
ら
す
。
赤
や
緑
の
そ
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れ
ら
を
拾
い
上
げ
た
「
私
」
は
「
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
マ
ッ
チ
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
簡
単
な
火
葬
に
し
て
や
っ
た
」。「
機
械
仕
掛
け

の
鳥
」
が
日
本
軍
の
飛
行
機
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
付
く
。
更
に
気
分
の
高
揚
し
た
「
私
」
は
、
恐
ら
く
数
時
間
以
内
に

百
余
人
の
武
装
し
た
農
民
た
ち
が
銃
を
背
負
っ
た
旦
那
方
に
挑
み
か
か
る
だ
ろ
う
と
明
言
し
、
思
わ
ず
「
立
て
…
…
」
で
始
ま
る
あ

る
歌
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
：
筆
者
）
を
口
ず
さ
み
か
け
る
が
、
す
ぐ
に
後
悔
の
念
に
襲
わ
れ
る
。

「
な
ぜ
こ
の
歌
を
歌
う
の
か
」

本
当
の
と
こ
ろ
、
東
方
人
を
相
手
に
す
る
と
い
う
調
子
で
、
こ
と
に
�
人
で
こ
の
歌
を
歌
う
な
ら
、
こ
の
歌
の
偉
大
さ
と
雄
壮

さ
を
減
じ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
私
は
軽
々
し
く
た
っ
た
�
人
で
こ
の
歌
を
歌
い
た
く
は
な
い
の
だ
。

わ
か
り
に
く
い
文
章
だ
が
、
こ
こ
で
い
う
「
東
方
人
」
は
明
ら
か
に
日
本
人
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
作
者
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
で

作
品
を
締
め
く
く
る
。

　

そ
れ
は
�
月
、
そ
れ
は
詩
の
よ
う
な
原
野
、
賑
や
か
な
、
そ
れ
は
戦
地
、
散
兵
戦
の
最
前
線
、
殺
戮
の
季
節
だ
！

　

は
る
か
遠
く
か
ら
か
す
か
な
銃
声
と
騒
々
し
い
人
の
声
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

道
は
な
お
静
か
に
悠
然
と
、
う
ね
り
な
が
ら
、
伸
び
て
い
く
…
…

『
蕭
軍
評
伝偀
』
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

『
夜
哨
』
は
�
月
六
日
に
創
刊
さ
れ
、
毎
週
�
回
、
全
部
で
�
十
�
期
が
発
行
さ
れ
た
。
李
文
光
の
、
日
本
兵
が
女
性
を
強
姦
し

暴
行
す
る
と
い
う
文
章
を
掲
載
し
、
陳
華
が
原
稿
を
審
査
す
る
時
に
手
を
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
す
ん
で
の
所
で
日
本
の
憲
兵

に
捕
ま
り
、
拘
置
所
に
放
り
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
陳
華
は
出
奔
し
た
後
、
手
紙
で
蕭
軍
に
注
意
を
促
し
た
。「
家
中
の
妥

当
で
な
い
新
聞
や
書
籍
を
す
べ
て
速
や
か
に
焼
き
捨
て
ろ
、
日
本
の
憲
兵
が
君
の
所
に
調
べ
に
来
な
い
よ
う
に
」。
蕭
軍
、
こ
の

大
ざ
っ
ぱ
な
男
は
、
こ
れ
に
対
し
て
ま
る
で
と
り
あ
お
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
の
住
居
の
周
り
に
、
果
た
し
て



『
大
同
報
・
夜
哨
』
と
東
北
作
家

一
〇
九

疑
わ
し
い
人
影
が
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
は
り
蕭
紅
は
用
心
深
か
っ
た
。
彼
女
は
真
剣
に
本
や
新
聞
を
調
べ
あ
げ
、
明

ら
か
に
反
満
抗
日
の
傾
向
の
あ
る
も
の
を
焼
き
捨
て
た
。
だ
が
彼
女
は
全
�
十
�
期
の
、
�
生
懸
命
編
集
し
た
『
夜
哨
』
を
火

に
く
べ
て
し
ま
う
こ
と
に
忍
び
な
く
、
そ
れ
を
丁
重
に
金
剣
嘯
に
渡
し
、
代
わ
り
に
保
存
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
依
頼
し
た
。

情
勢
は
日
に
日
に
緊
迫
し
て
い
た
！

但
し
李
文
光
の
文
章
に
は
日
本
軍
が
女
性
を
暴
行
す
る
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
。「
蕭
軍
評
伝
」
の
文
章
が
ど
こ
ま
で
事
実
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
原
稿
が
掲
載
前
に
何
人
か
の
目
を
通
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
最
終
回
に
こ
の
よ
う
な

挑
戦
的
な
表
現
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
身
の
身
の
安
全
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
哈
爾
濱
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
原
稿
に
陳

華
が
全
く
目
を
通
さ
な
か
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
万
に
�
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
手
を
入
れ
る
前
の
原
稿
を
不
用
意
に
掲
載
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、『
夜
哨
』
に
関
わ
っ
た
人
々
の
多
く
が
�
十
代
の
血
気
盛
ん
な
若
者
た
ち
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
最
終
回
は
や
は
り
こ
の
ま
ま
載
せ
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
た
い
。
彼
ら
の
高
ぶ

る
心
は
も
は
や
最
終
回
に
手
を
入
れ
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
の
欺
瞞
性
を
許
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
路
」
の
最
終
回
が
『
夜
哨
』
第
十
�
期
（
十
�
月
�
日
）
で
あ
り
、
そ
の
後
『
夜
哨
』
は
第
十
�
期
ま
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
当
局
の
関
心
を
引
い
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
「
路
」
の
最
終
回
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
李
文
光
は

最
終
号
に
「
黎
明
」
と
題
し
た
短
い
脚
本
を
発
表
し
て
い
る
。
あ
る
村
の
あ
る
貧
し
い
農
家
が
舞
台
で
あ
る
。
農
家
の
住
人
は
六
十

歳
を
過
ぎ
た
老
女
と
�
十
�
、
六
歳
の
息
子
の
嫁
、
小
石
頭
と
呼
ば
れ
る
十
歳
の
孫
の
�
人
で
あ
る
。
こ
の
村
に
「
匪
賊
」
の
軍
隊

が
襲
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
村
に
若
い
男
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
う
だ
。
小
石
頭
は
家
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
ピ
オ
ニ
ー
ル
の
歌

を
口
ず
さ
ん
で
お
り
、
昨
夜
偵
察
に
出
て
戻
っ
て
き
た
若
い
�
人
の
兵
士
と
ピ
オ
ニ
ー
ル
式
の
挨
拶
を
交
わ
す
。
こ
の
若
い
兵
士
が

共
産
党
の
指
導
す
る
抗
日
義
勇
軍
の
兵
士
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
兵
士
�
人
は
「
匪
賊
」
の
襲
来
に
備
え
、
司
令
部
宛
て
の
秘
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密
の
文
書
を
子
ど
も
た
ち
（
十
�
歳
の
ピ
オ
ニ
ー
ル
指
導
員
の
娘
、
�
歳
の
女
の
子
、
そ
し
て
小
石
頭
）
に
託
す
。
子
ど
も
た
ち
が

家
を
出
た
直
後
に
「
匪
賊
」
が
や
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
ず
る
そ
う
な
、
ま
た
い
や
ら
し
い
笑
い
を
浮
か
べ
な
が
ら
家
の
中
を
探
し
回

り
、
体
を
検
査
す
る
ふ
り
を
し
て
息
子
の
嫁
の
胸
に
触
れ
た
り
す
る
。
彼
ら
の
た
ど
た
ど
し
い
台
詞
か
ら
も
、
こ
の
「
匪
賊
」
が
日

本
人
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
明
ら
か
で
あ
る
。「
匪
賊
」
た
ち
が
家
か
ら
出
て
行
っ
た
後
、
外
で
彼
ら
の
声
が
す
る
。「
畜
生

め
、
女
の
ほ
か
に
老
い
ぼ
れ
ば
か
り
残
し
や
が
っ
て
。（
中
略
）
じ
じ
い
た
ち
、
皆
殺
し
だ
、
誰
も
彼
も
か
ま
わ
ん
、
家
は
み
ん
な
焼

い
て
し
ま
え
…
…
」。
火
を
か
け
ら
れ
る
と
知
っ
て
う
ろ
た
え
る
�
人
の
女
性
の
目
に
、「
匪
賊
」
た
ち
の
目
を
逃
れ
て
村
を
脱
出
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
映
る
。

「
あ
の
子
た
ち
は
大
人
よ
り
よ
ほ
ど
役
に
立
つ
よ
。
大
人
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
後
を
継
い
で
や
っ
て
く
れ
る
、
こ

れ
が
運
命
な
ん
だ
」
と
い
う
老
女
の
台
詞
は
、
そ
の
ま
ま
『
夜
哨
』
を
停
刊
す
る
彼
ら
の
胸
の
内
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
陳
華
も
、
最
終
号
の
「
夜
哨
的
絶
響
（
夜
哨
の
最
後
の
響
き
）」
で
こ
の
よ
う
に
い
う
。

　

満
洲
に
活
気
に
溢
れ
た
文
芸
期
刊
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
、
数
名
の
努
力
で
、
新
し
い
姿
を
人
々
に
披
露
し
よ
う
と
考

え
た
。
�
ヶ
月
前
の
朝
、『
夜
哨
』
は
諸
君
に
見ま
み

え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。（
中
略
）
以
前
努
力
し
た
数
名
は
、
こ
の
子
（
夜

哨
）
は
我
々
の
考
え
と
は
合
致
し
な
い
方
向
に
育
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
血
と
い
う
乳
を
飲
む
こ
と
を

い
や
が
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
な
ら
ば
と
子
守
た
ち
が
食
べ
さ
せ
た
く
な
い
よ
う
な
も
の
も
口
に
押
し
込
ん
で
み
た
の
だ
が
、

子
ど
も
は
ど
ん
ど
ん
痩
せ
て
い
き
、
泣
き
声
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
、
ま
た
自
分
で
子
守
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
に
や
せ
細
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
な
ら
ば
急
い
で
自
分
の
口
を
塞
ぎ
、
周
囲
の
善
意
の
人
々
の
邪
魔
を
し
な
い
方
が

ま
だ
ま
し
だ
。
以
前
「
生
命
の
力
」
と
い
う
言
葉
で
端
を
開
き
、
今
「
夜
哨
の
最
後
の
響
き
」
で
終
わ
り
と
す
る
。（
中
略
）
だ

が
私
は
落
胆
し
て
は
い
な
い
。
ほ
か
の
豊
か
な
食
料
に
満
た
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
出
現
す
る
と
い
う
希
望
が
あ
る
か
ら
だ
。



『
大
同
報
・
夜
哨
』
と
東
北
作
家

一一一



（
括
弧
内
筆
者
）

わ
ず
か
�
ヶ
月
前
に
「
社
会
は
君
自
身
に
帰
納
し
、
君
自
身
か
ら
更
に
生
命
の
『
力
』
に
帰
納
す
る
。
ち
ょ
う
ど
逆
さ
ま
に
な
っ
た

円
錐
形
の
よ
う
に
堆
積
し
て
い
く
。
そ
の
円
錐
形
の
最
も
尖
鋭
な
重
心
が
、
即
ち
生
命
の
『
力
』
な
の
だ
。
友
よ
、
見
よ
、
君
は
か

く
も
偉
大
で
重
要
な
の
だ
。
君
は
な
ぜ
自
身
を
生
か
そ
う
と
し
な
い
の
か
。
死
ん
だ
犬
の
よ
う
に
水
に
流
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望
む

の
か
。
立
て
、
立
ち
あ
が
れ
、
こ
れ
が
『
夜
哨
』
の
忠
告
だ
」
と
檄
を
飛
ば
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
夜
哨
』
は
、
こ
う
し
て
終
焉
を
迎

え
た
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
夜
哨
』
の
停
刊
に
は
多
分
に
確
信
犯
的
な
部
分
が
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。『
夜
哨
』
を
継
続
し
な
が

ら
、
地
下
党
員
た
ち
は
『
夜
哨
』
の
同
人
で
も
あ
っ
た
白
朗
を
『
国
際
協
報
』
の
女
性
記
者
と
し
て
送
り
込
ん
で
い
る
（
�
�
�
�

年
夏倢
）。「
夏
」
と
い
う
の
は
具
体
的
に
い
つ
か
、
特
定
は
で
き
な
い
が
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、「
路
」
の
連
載
開
始
が
�
月
十
日

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
連
載
を
決
め
た
時
に
、
既
に
停
刊
を
予
測
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
停
刊
を
覚
悟
で
「
路
」
を
連
載
し
た
。

最
終
回
を
迎
え
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
果
た
し
て
停
刊
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
は
敢
え
て
最
終

号
に
、
問
題
と
な
っ
た
「
路
」
の
作
者
と
全
く
同
�
の
筆
名
に
よ
る
「
黎
明
」
を
掲
載
し
、
陳
華
の
「
夜
哨
的
絶
響
」
と
呼
応
さ
せ

た
。
こ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
な
ら
、『
夜
哨
』
が
継
続
し
て
い
る
間
に
白
朗
を
国
際
協
報
社
に
送
り
込
み
、『
夜
哨
』
停
刊
後
直

ち
に
、
白
朗
を
主
編
に
据
え
、『
国
際
協
報
』
上
に
文
芸
副
刊
『
文
芸
』
を
創
刊
し
た
、
そ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
対
す
る
�
つ

の
説
明
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。『
夜
哨
』
の
停
刊
は
�
�
�
�
年
十
�
月
�
十
�
日
、『
文
芸
』
の
創
刊
は
�
�
�
�
年
�
月

十
�
日
で
あ
る俿
。
発
行
さ
れ
た
場
所
が
哈
爾
濱
と
い
う
、
満
州
国
の
中
心
か
ら
や
や
離
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
た
め
か
、『
文
芸
』
は
こ

の
時
期
の
も
の
と
し
て
は
比
較
的
息
が
長
く
、
�
�
�
�
年
�
月
十
�
日
ま
で
、
全
�
十
�
期
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

『
文
芸
』
の
停
刊
後
、
彼
ら
の
活
動
は
更
に
『
黒
龍
江
民
報
』
副
刊
『
芸
文
』（
�
�
�
�
年
�
月
�
日
創
刊
）
に
引
き
継
が
れ
て
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い
っ
た
。
そ
し
て
地
下
党
の
主
導
す
る
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
金
剣
嘯
の
逮
捕
（
�
�
�
六
年
六
月
十
�
日
）、

処
刑
（
�
月
十
�
日
）
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
。

『
夜
哨
』
が
停
刊
さ
れ
た
後
の
陳
華
の
足
取
り
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
を
継
い
で
『
大
同
報
』
の
編
集
者
と
な
っ
た
の
は
、『
夜

哨
』
に
梅
陵
の
筆
名
で
「
秋
」（
第
十
�
期 

①
）
と
題
す
る
詩
�
篇
を
投
稿
し
て
い
る
孫
陵
で
あ
る
。
彼
は
副
刊
『
満
洲
新
文
壇
』
を

編
集
、「『
夜
哨
』
絶
響
後
の
寂
寞
を
打
ち
破
る
」
た
め
に
奮
闘
努
力
し
た
と
い
う
。
だ
が
彼
も
�
�
�
六
年
十
月
、
東
北
を
離
れ
、

そ
の
後
関
内
で
そ
の
ほ
か
の
東
北
流
亡
作
家
た
ち
と
合
流
し
、
戦
地
服
務
団
や
訪
問
団
に
参
加
、
ま
た
桂
林
で
『
自
由
中
国
』
を
復

刊
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
と
い
う倞
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
夜
哨
』
は
読
め
な
い
部
分
が
多
く
、
筆
者
の
想
像
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
従
っ
て

読
み
違
い
な
ど
が
あ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
江
湖
の
指
摘
、
批
判
を
待
ち
た
い
。

注（
1
）　
『
蕭
軍
記
念
集
』（
梁
山
丁
主
編
、
�
�
�
○
年
、
春
風
文
芸
出
版
社
）
所
収

（
2
）　

�
�
○
�
～
�
�
年
、
遼
寧
省
出
身
。『
夜
哨
』
に
は
「
�
郎
」
の
筆
名
で
�
篇
の
詩
と
散
文
�
篇
を
発
表
し
て
い
る
。

（
3
）　

�
�
�
�
～
�
�
年
、
黒
龍
江
省
出
身
。『
夜
哨
』
に
は
詩
�
篇
、
散
文
�
篇
、
小
説
�
篇
を
発
表
し
て
い
る
。
当
時
は
蕭
軍
と
同
居
し
て

い
た
。

（
4
）　
『
夜
哨
』
の
命
名
者
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
よ
っ
て
蕭
軍
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
年
表
の
前
言
に
蕭
軍
の
「《
年
表
》
閲
後
記
」
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
依
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
）　

�
○
○
�
年
�
月
、
時
代
文
芸
出
版
社

曹
は
、
陳
華
と
蕭
軍
は
小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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（
6
）　

�
�
�
�
～
�
�
、
江
蘇
省
出
身
。
�
�
�
�
年
に
哈
爾
濱
に
至
り
、
�
�
年
に
入
党
。
中
共
満
洲
省
委
宣
伝
幹
事
、
共
青
団
満
洲
省
委
宣

伝
部
長
な
ど
を
歴
任
す
る
。
金
剣
嘯
と
同
時
に
逮
捕
さ
れ
る
が
、
金
が
彼
を
か
ば
っ
た
た
め
に
証
拠
不
十
分
で
釈
放
さ
れ
、
直
ち
に
上
海
に
逃

れ
る
。
そ
の
後
は
翻
訳
の
仕
事
に
従
事
し
、
ソ
連
の
映
画
や
戯
曲
、
小
説
な
ど
を
多
く
翻
訳
し
た
と
い
う
。（『
黒
龍
江
省
文
学
通
史
』
：
�
○

○
�
年
十
�
月
、
北
方
文
芸
出
版
社　

な
ど
）

（
7
）　

�
�
�
○
～
�
六
年
、
遼
寧
省
出
身
。
�
�
�
○
年
上
海
で
中
国
共
産
主
義
青
年
団
に
参
加
、
そ
の
後
入
党
し
て
哈
爾
濱
に
戻
り
、
党
の
指

示
の
下
に
姜
椿
芳
と
共
に
文
芸
活
動
に
従
事
す
る
。

（
8
）　

�
�
○
�
～
�
�
年
、
遼
寧
省
出
身
。
�
�
�
�
年
入
党
、
そ
の
後
間
も
な
く
白
朗
と
結
婚
す
る
。

（
9
）　

徐
迺
翔
・
黄
万
華
『
中
国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』（
�
�
�
�
年
�
月
、
福
建
教
育
出
版
社
）

（
10
）　

平
石
「
ハ
ル
ビ
ン
の
抗
日
文
芸
運
動
緒
論―

金
剣
嘯
の
活
動
を
中
心
に
」（『
人
間
文
化
研
究
年
報
』
第
�
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
間
文

化
研
究
科
、
�
�
�
�
年
）、「
星
星
の
火
、
広
野
を
焼
く
べ
し
」（『
大
正
大
学
研
究
論
叢
』
第
十
�
号
、
大
正
大
学
出
版
部
、
�
○
○
�
年
�

月
）、「『
牽
牛
房
』
を
め
ぐ
っ
て―
蕭
紅
『
商
市
街
』
よ
り
」（『
中
国
東
北
文
化
研
究
の
広
場
』
第
�
号
、
満
洲
国
文
学
研
究
会
、
�
○
○
�

年
�
月
）
な
ど

（
11
）　

中
共
哈
爾
濱
市
党
史
研
究
室
編
、
�
○
○
�
年
十
�
月
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社

（
12
）　
『
跋
渉
』（
�
�
�
�
年
十
月
、
�
日
画
報
印
刷
社
）
所
収

（
13
）　
『
商
市
街
』（
�
�
�
六
年
�
月
、
上
海
文
化
生
活
出
版
社
）
は
哈
爾
濱
で
の
生
活
を
描
い
た
散
文
集
で
あ
る
。
こ
の
中
の
牽
牛
房
に
関
す
る

文
章
に
関
し
て
は
平
石
「『
牽
牛
房
』
を
め
ぐ
っ
て
」
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
14
）　
『
中
国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』
に
よ
る
。
な
お
千
里
草
「
東
北
現
代
文
学
史
初
歩
調
査
総
述
」（『
淪
陥
区
中
国
文
学
研
究
』
：
�
○
○

�
年
�
月
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社　

所
収
）
は
、
停
刊
と
な
っ
た
の
は
、
�
�
�
�
年
�
月
、
松
花
江
の
大
洪
水
で
社
屋
が
水
に
浸
か
っ
た
た

め
だ
と
す
る
。

（
15
）　

�
�
�
�
年
十
�
月
に
沈
陽
の
満
洲
省
委
が
破
壊
さ
れ
、
十
�
月
、
哈
爾
濱
で
再
組
織
さ
れ
た
。

（
16
）　

党
の
要
請
に
よ
り
金
剣
嘯
が
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
姜
椿
芳
と
知
り
合
っ
た
と
い
う
（「
東
北
現
代
文
学
史

初
歩
調
査
総
述
」）。
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（
17
）　

号
数
の
乱
れ
（
第
六
期
と
記
さ
れ
た
号
、
及
び
第
十
�
期
と
記
さ
れ
た
号
が
そ
れ
ぞ
れ
�
回
存
在
す
る
）
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
か
、『
夜
哨
』
停
刊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
路
」
に
つ
い
て
も
、
第
�
回
（
第
十
�
期 ―

 

実
際
は
十
�
期
：
�
�
�
�

年
十
月
�
十
�
日
号
掲
載
）
の
文
末
に
「
訂
正
」
と
し
て
、
十
月
十
�
日
掲
載
の
第
六
回
十
六
行
目
以
下
を
間
違
っ
て
掲
載
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
本
期
の
文
を
差
し
替
え
て
欲
し
い
、
と
い
う
�
文
が
あ
る
。
こ
の
訂
正
文
に
し
て
も
よ
く
読
め
な
い
部
分
が
あ
り
、
ま
た
第
�
回
と
さ
れ

た
こ
の
部
分
を
第
六
回
十
�
行
目
以
降
に
挿
入
す
る
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
挿
入
後
、
第
六
回
十
六
行
目
以
下
第
�
回
の
全
文
を
削
除
す
る

の
か
、
明
確
で
は
な
い
。

　
　
　

ま
た
、
連
載
物
に
関
し
て
は
、
内
容
に
よ
っ
て
回
を
分
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
文
を
区
切
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
節
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
脱
落
や
乱
丁
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　
「『
夜
哨
』
の
世
界
」（『〈
外
地
〉
日
本
語
文
学
論
』
�
○
○
�
年
�
月
、
世
界
思
想
社
）

（
19
）　

�
�
�
�
～
�
�
年
、
遼
寧
省
出
身
。

（
20
）　

�
�
�
�
～
�
�
年
、
山
東
省
出
身
、
�
�
�
�
年
に
�
家
で
哈
爾
濱
に
移
住
す
る
。

（
21
）　

�
�
�
�
～
�
�
年
、
黒
龍
江
省
出
身
。

（
22
）　

�
�
�
�
～
�
�
年
、
遼
寧
省
出
身
。

（
23
）
�
�
○
�
～
�
○
年
、
河
南
省
出
身
。
�
�
�
�
年
入
党
、
�
�
年
春
、
満
洲
省
委
に
派
遣
さ
れ
る
。

（
24
）　

蕭
紅
の
作
品
の
表
現
上
の
特
徴
に
つ
い
て
は
平
石
『
蕭
紅
研
究 ―

―

そ
の
生
涯
と
作
品
世
界
』（
�
○
○
�
年
�
月
、
汲
古
書
院
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
25
）　

王
科
・
徐
塞
・
張
英
偉
著
、
�
○
○
�
年
�
月
、
中
国
社
会
出
版
社

（
26
）　
『
黒
龍
江
文
学
通
史
』

（
27
）　
「
東
北
現
代
文
学
史
初
歩
調
査
総
述
」

（
28
）　
『
中
国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』
及
び
沈
衛
威
「
現
代
東
北
流
亡
作
家
的
運
動
軌
跡
」（『
中
国
淪
陥
区
文
学
研
究
』
所
収
）




